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１．調査の目的 
 科学技術振興事業団では国民の科学技術理解増進を図る目的で、インターネッ

ト上に「バーチャル科学館」を開設して各種コンテンツを提供中である。 
 本ホームページ作成作業は、科学技術庁が実施した『第６回技術予測調査（平

成９年６月）』の成果の中から技術に関する実現時期を予測した結果のまとめ（未

来年表）、バーチャル科学館に登録することによって科学技術理解増進事業の推進

に寄与することを目的としている。 
 
２．コンテンツの概要 
 
（１）トップページメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 未来技術年表は４つのコンテンツから構成されている。 
①イラストで見る未来予測 
 未来の技術利用シーンを描いたイラスト（７枚）を収録し、技術利用シーンか

ら当該技術の実現予測年や関連する技術の予測年などをまとめた技術予測年表に

リンクが張られている。 
②あなたも未来予測に挑戦 
 「ハイテク技術」など５つの分野ごとに、１０数問の技術予測課題を提示し、



閲覧者がその技術課題の実現年を予測して入力できるようになっている。全ての

予測を終えて「予測」ボタンを押すと、技術予測調査の結果が表示され、閲覧者

の予測と技術予測調査の結果が比較できるようになっている。 
③技術年表 
 技術予測調査の１３の技術分野ごとに、重要度の高かった技術について、技術

課題と実現年をまとめた「技術年表」を閲覧することができるようになっている。 
④２１世紀の科学技術 
 文部科学省科学技術政策研究所が平成１２年末にとりまとめた「２１世紀の科

学技術の展望とそのあり方」から展望の部分を抜粋して収録したもの。 
 
（２）イラストで見る技術予測 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３）あなたも未来予測に挑戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）技術年表 
 
  エネルギー 

実現年 課題 
2014 固体廃棄物処理場で使うバイオリアクタシステムが実用化される。 
2016 電力をそのまま貯蔵（超電導、フライホイール、コンデンサ）する技術が実用化される。

2016 熱電変換素子による、工業用熱回収システムが普及する。 
2017 石油やアルコールに代わって、水素を燃料とする自動車や動力機関が普及する。 

2018 非化石エネルギー（風力、地熱、太陽光・熱、廃熱）が家庭、産業、運輸などあらゆる

方面に普及する。 
 
 



（５）２１世紀の科学技術 
 

１．遺伝子技術の発展 
 
 
 
 
 
 
 
 
【遺伝子技

術による人

類の進化】 

DNA 塩基配列・全蛋白の機構解明により疾病因子の少ない人類への進化が可
能となる。一方、多型性に富まない遺伝子をもつ人類が増加し、その結果、感

染症が死因の１位となり、人類は重大な危機にさらされる。 
 
 

【宇宙進出

のための人

間の進化】 

人体に低酸素、宇宙線、低温・高温などへの耐性をつけるための遺伝子レベル

での処置が行われることにより、人類が宇宙進出するにあたっての様々な障害

が克服される。 
 
 

【人類の小

型化】 
小さいほどすばらしいとの意識改革が進み、徐々に人類の大きさは小型化して

行き、食糧・人口問題は解決する。 
 
 

【人工生命

体の実現】 
化学合成によって人工生命体が実現する。 
 
 

 

 


